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UNSCEAR報告書のフォローアップ
経緯と概要

国際機関
による評価

＊「2011年東日本大震災後の原子力事故による放射線被ばくのレベルと影響」（2014 年公表）

2013年報告書＊の発表後も、関連する新たな科学的情報
が開示・公表されています。

こうした新規の情報は、UNSCEARの評価結果に影響（知
見の追認、知見への異議、知見の向上や、特定された研究
ニーズへの対応・寄与など）を及ぼす可能性があるため、
UNSCEARは以下の2段階のフォローアップ活動を進めてい
ます。

フォローアップの結果は白書としてまとめられており、
2017年までに第３報まで公表されています。

第1段階:2013年報告書の発表以降に公表された科学的
情報について、報告書の内容に関連するものを
体系的・継続的に把握、評価

第2段階:2013年報告書の適切な時期における更新の検討
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UNSCEAR報告書のフォローアップ
主要な結論

国際機関
による評価

結論（2017年白書要約より）
 レビューされた新規文献の大部分は、本委員会の 2013年報告書の主な仮

定および知見を改めて確認するものであった。
 2013年報告書の主要な知見に実質的に影響を及ぼしたり、主な仮定に異

議を唱えたりする文献はなかった。
 いくつかの文献については、さらなる解析や研究の追加によって、より

確実な証拠を得ることが必要であると判断された。
 UNSCEARは、資料のレビューに基づき、現時点で 2013年報告書の評価

や結論に何ら変更を加える必要はないと判断した。しかしながら、
UNSCEARが特定したいくつかの研究ニーズについては、まだ科学界にお
いて完全には取り扱われていなかった。

これまでに公表されている2015年、2016年、2017年の３報の白書では、
「2013年報告書の主要な知見に実質的に影響を及ぼしたり、主な仮定に異議
を唱えたりする文献はなかった」としています。同時に、2013年報告書で特
定されている研究ニーズに寄与する刊行物を選定し、とりまとめています。

最新の「2017年白書」（2017年10月公表）の結論を、以下に示します。

出典:UNSCEAR「東日本大震災後の原子力事故による放射線被ばくのレベルと影響に関するUNSCEAR 2013年報告書刊行後の
進展 国連科学委員会による今後の作業計画を指し示す 2017年白書」


